
 第 14 回 甲賀市自治基本条例策定委員会 次第 

 
日時：平成 26 年（2014 年）7 月 15 日（火） 

14 時 00 分から 16 時 00 分まで 
場所：サントピア水口 教養文化室   

 
１ 開 会                

 
 
 
２ 第 13 回会議録の確認について 

 
 
 
３ 部会案「提言書に盛り込む具体的な内容」の発表 

 
 
 
４ 部会案への意見出し 

 
 
 
５ 意見の調整 

 
 
 
６ 今後のスケジュール 

・第 15 回  平成２６年８月５日（火） 場所：市民福祉活動センター 多目的室 
    １４：００～１６：００ 

   ・第 16 回   平成２６年９月９日（火） 場所：サントピア水口 教養文化室 
            １４：００～１６：００ 
７ その他 

 
 
 
８ 閉 会 

 
 



出
入
口

ステージ

小
林
委
員
長

（
四
日
市
大
学
教
授
）

馬
場
副
委
員
長

（
元
自
治
振
興
会
委

員
）

黄瀬委員
（社会福祉協議会副会長）

村上委員
（前区長連合会会長）

中尾委員
（公共交通推進室）

寺田委員
（神山いい顔づくり委員

会）

太田委員
（総務課）

増山委員
（土山サッカースポーツ少

年団代表）

林委員
（下水道課）

橋
本
委
員

（宮
地
区
自
治
振
興
会
副
会

長
）

田
村
委
員

（
佐
山
学
区
自
治
振
興
委
員
）

古
谷
委
員

（
観
光
企
画
推
進
室
）

藤田委員
（上水道課）

奥野委員
（こころはなまる代表）

大原委員
（更生保護女性会会

長）

奥山委員
（甲賀大原地域市民セン

ター）

三浦委員
（現総合計画策定審議会委

員）

松井委員
（上水道課）

今井委員
（鮎河地域市民センター）

田中委員
（人材活性化運営委員）

西村委員
（建設管理課）

第

1

部
会

第2部会

第

3

部
会

傍
聴
席

幡
野
室
長

（地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
）

吉
川
室
長
補
佐

（地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

室
）

築
島
主
査

（地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

室
）

事務局

宮
治
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
あ
い
こ
う
か
市
民
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

呉竹委員
（教育委員会）

中島委員
（総務課）

柚
口
委
員

（
土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
）

田
嶋
委
員

（
監
査
委
員
事
務
局
）

藤
村
委
員

（
学
校
教
育
課
）

橋本委員
（教育総務課）

廣
岡
委
員

（人
権
推
進
課
）

森
島
委
員

（
信
楽
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
）

徳田委員
（危機管理課）

山
川
委
員

（み
な
く
ち
自
治
振
興
会
会

長
）

安
達
委
員

（
チ
ア
ー
ズ
・ス
テ
ー
シ
ョ
ン
代

表
）

谷
委
員

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
）

清
水
委
員

（政
策
推
進
課
）

田原委員
（教育総務課）

澤田委員
（法務室）

第3部会

大
平
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
あ
い
こ
う
か
市
民
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）



 
 
 
 
 
 

 

 

 

 



（ ０ ） 前  文  

こ こ に 私 た ち は 日 本 国 民 と し て 、 ま た 、 市 民 一 人 一 人 が 郷 土 愛 を 持

ち 、 ま ち づ く り の 主 役 と し て の 自 覚 を 持 ち 、 主 体 と な っ て 市 民 自 治 に

取 り 組 む た め に 基 本 理 念 と 基 本 原 則 を 掲 げ 、 私 た ち の ま ち づ く り の 基

本 と し て 甲 賀 市 自 治 基 本 条 例 を 制 定 し ま す 。  

１ ． 自 然 に 関 し て  

  私 た ち の ま ち 甲 賀 市 は 、 近 畿 圏 と 中 部 圏 の 中 間 点 と な る 滋 賀 県 の

南 東 部 に 位 置 し 、 東 に は 国 定 公 園 の 鈴 鹿 山 脈 が 連 な り 、 山 々 を 源 流 と

す る 河 川 沿 い に 平 野 が 開 け る 水 と 緑 に 囲 ま れ た 豊 か な 自 然 と 美 し い 景

観 に 恵 ま れ て い ま す 。  

２ ． 歴 史 に 関 し て  

  歴 史 も 古 く 、 平 城 京 の 前 に 遷 都 さ れ た 紫 香 楽 宮 や 戦 国 時 代 に 活 躍

し た 甲 賀 忍 者 発 祥 の 地 、 東 海 道 の 宿 場 町 な ど 、 先 人 が 築 き 、 残 さ れ た

史 跡 や 伝 統 に お い て も 全 国 に 誇 れ る も の が 沢 山 あ り ま す 。  

３ ． 産 業 に 関 し て  

豊 富 な 自 然 と 古 琵 琶 湖 層 の 肥 沃 な 大 地 は 、 米 の 主 産 地 と し て の 恵 み

と 、 県 下 一 を 誇 る 緑 茶 を 育 て て き ま し た 。  

  ま た 、 薬 業 や 窯 業 等 の 地 場 産 業 を 基 幹 産 業 と す る ほ か 、 モ ノ づ く

り 企 業 が 集 積 し 、 内 陸 工 業 都 市 と し て 発 展 を 続 け て い ま す 。  

４ ． ま と め と し て  

  私 た ち は 、 自 ら と そ し て 未 来 あ る 子 ど も 達 の た め に 、 こ の よ う な

甲 賀 市 の 魅 力 を 全 国 に 発 信 し 、 一 人 一 人 が 特 色 あ る ま ち づ く り に 努 め

る と と も に 、 誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 市 民 相 互 の 交 流 や 連 携 を 深

め 、 い じ め や 差 別 の な い 健 や か な 社 会 を 目 指 し 、 協 力 し て 取 り 組 ま な

け れ ば な り ま せ ん 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 条 例 制 定 の 背 景 と な る 甲 賀 市 の 自 然 ・ 歴 史 ・ 産 業 に つ い て 説 明 し 、  

最 後 に ま と め と し て 、 市 民 の ま ち づ く り へ の 強 い 思 い を 述 べ て い ま す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 甲 賀 郡 中 惣 等 に つ い て も 盛 り 込 ん で は ど う か  

 

 

 



（ １ ） 甲 賀 市 自 治 基 本 条 例 の 目 的 ・ 理 念  

【 目 的 】  

こ の 条 例 は 、 市 民 、 市 、（ 議 会 ） が 、 そ れ ぞ れ の 権 限 と 責 任 ( 役 割 ) 、

を 明 確 に し 、 市 政 運 営 や 市 民 参 画 及 び 協 働 の 仕 組 み な ど 、 甲 賀 市 の ま

ち づ く り に 関 す る 基 本 的 な 事 項 を 定 め 、 幸 福 を 感 じ 、 安 心 し て 暮 ら せ

る 住 み よ い ま ち を つ く っ て い く こ と を 目 的 と し ま す 。  

【 理 念 】  

１ ． 市 民 及 び 市 は 、 一 人 ひ と り の 人 権 が 尊 重 さ れ 、 人 と 自 然 と 地 域 が  

 調 和 し た 住 み よ い ま ち 甲 賀 を 創 （ つ く ） っ て い く こ と を 目 指 し ま  

す 。  

２ ． 市 民 及 び 市 は  地 域 が 有 す る 様 々 な 資 源 を 有 効 に 活 用 し 、 次 世 代 に

引 き 継 い で い く こ と が で き る 持 続 発 展 可 能 な 地 域 の 形 成 を 目 指 し ま  

す 。  

３ ． 前 項 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 市 民 と 市 は 情 報 を 共 有 し 、 市 民 が  

 自 ら の 判 断 と 責 任 の 下 に 、 市 政 に 参 画 す る こ と が で き る 甲 賀 市 な ら  

で は の 市 民 自 治 の 実 現 を 目 指 し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 条 例 の 目 的 は 条 項 で 定 め る か 、 前 文 付 則 に 書 き 込 む か 、 手 法 は い く  

つ か あ る と お も わ れ る 。  

・ 私 見 で あ る が 、 地 方 自 治 の 主 体 が 市 民 で あ る こ と を 前 提 に 、 団 体 自  

治 （ 市 長 ・ 議 会 ・ 市 役 所 ） と 住 民 自 治 （ 市 民 ） が 権 限 と 責 任 （ 役 割 ）  

を 明 確 に す る こ と が 、 こ の 条 例 の 大 き な 目 的 で は な い か 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・「 情 報 公 開 」 や 「 協 働 」 と い っ た 概 念 は 理 念 に も 該 当 す る が 、 条 例

上 は 原 則 の カ テ ゴ リ ー だ と 思 わ れ る 。  

・ 難 し い が 、「 主 役 が 市 民 」 で あ る こ と や 、 目 指 す べ き ま ち の 形 、 ま  

た 、 キ ー ワ ー ド と し て は 「 人 権 」、「 環 境 」、「 歴 史 文 化 の 維 持 」 な ど 前  

文 か ら 導 か れ る も の が 理 念 で は な い か と 思 わ れ る 。  

 

 



（ ２ ） 甲 賀 市 自 治 基 本 条 例 の 位 置 づ け  

 こ の 条 例 は こ れ か ら の 甲 賀 市 の ま ち づ く り に お い て 、 市 民 の 目 線 で

の 理 想 で あ り 目 標 を 述 べ た も の で あ る 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ こ の 条 例 は 甲 賀 市 の 市 民 の 目 線 で 述 べ ら れ た 理 想 で あ り 目 標 で あ る 。  

地 方 自 治 法 で 定 め ら れ た 行 政 と 議 会 民 主 制 を 重 視 ・ 尊 重 し て 、 そ れ を  

補 完 す る レ ベ ル で あ る べ き と 考 え る 。 す で に 策 定 さ れ た 条 例 と 整 合 し  

て い る 必 要 は あ り 、 今 後 の 行 政 や 議 会 で の 参 考 と な る も の で あ り 、 地  

方 自 治 法 の 範 囲 を 超 え る も の で は な い 。  

・ 自 治 基 本 条 例 は 既 存 す る ほ か の 条 例 と 平 等 な も の で 、 他 の 条 例 を 制  

約 す る と い う こ と は 法 律 上 で き な い 。  

・ 条 例 と は 日 本 国 憲 法 と 法 律 の 下 に 存 在 す る も の で あ る の で 、 最 高 規  

範 と は し な い し 、 す る こ と は で き な い 。  

 

【 意 見 な ど 】  

 ・「 条 例 は ～ 理 想 、 目 標 」 と い う 主 語 、 述 語 の 関 係  

 ・ 鈴 鹿 市 は 「 よ り ど こ ろ 」 と い う 表 現 し て い る 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ３ ） 目 指 す ま ち の 姿  

ま ち づ く り の 主 体 は 市 民 で あ り 、 市 民 自 ら が 次 に 掲 げ る 甲 賀 市 の あ

る べ き 姿 を 考 え 、 そ の 実 現 に 向 け て 行 動 す る も の と す る 。  

１ ． 市 民 が 相 互 の 理 解 を 深 め 、 そ れ ぞ れ の 個 性 や 能 力 を 尊 重 で き る 差  

 別 の な い ま ち 。  

２ ． 市 民 が そ れ ぞ れ の 地 域 の 特 徴 を 理 解 し 、 自 然 や 歴 史 ・ 文 化 を 尊 重  

 し な が ら 時 代 の 変 化 に 対 応 で き る 活 力 あ る ま ち 。  

３ ． 市 民 が 共 に 生 き 、 お 互 い に 支 え あ い 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る  

 ま ち 。  

 

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 甲 賀 市 の ま ち づ く り は 、 市 民 が 主 役 で あ る こ と を 定 め て い ま す 。  

・ 甲 賀 市 の 目 指 す ま ち づ く り は 、 ま ず 、 す べ て の 人 の 人 権 が 尊 重 さ れ 、  

市 民 ひ と り ひ と り が 積 極 的 に 参 加 し 、 個 性 や 能 力 を 認 め 合 い な が ら 、

老 若 男 女 ・ 障 が い 者 ・ 外 国 人 が 思 想 や 信 条 、 国 籍 、 人 種 や 民 族 に 関 係

な く 互 い に 配 慮 し な が ら 支 え あ う こ と が で き る 共 生 の ま ち づ く り を 目

指 し ま す 。  

・ ま た 、 豊 か な 自 然 や 産 業 な ど の 地 域 の 特 性 や 先 人 が 築 い て き た 歴 史  

や 文 化 を 大 切 に し な が ら も 、 そ れ に 甘 ん じ る こ と な く 時 代 の 変 化 や ニ

ー ズ に 柔 軟 に 対 応 で き 、 安 心 し て 暮 ら し 続 け る こ と の で き る 活 気 あ ふ

れ る ま ち を 目 指 し ま す 。  

・ そ し て 、 自 ら 情 報 発 信 し て い く こ と が で き る 地 域 力 の 高 い ま ち づ く  

り を 目 指 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ４ ） 甲 賀 市 ら し さ  

・ 甲 賀 の す ば ら し さ 、 住 ん で い る ま ち の す ば ら し さ 、 先 人 へ の 敬 意 も

含 め た 郷 土 愛  

・ 歴 史 、 文 化 、 伝 統 を 大 切 に す る 、 後 世 に 伝 え て 活 か し て い く  

  問 題 群   ＊ 歴 史 ・ 文 化  

・ 甲 賀 市 の 魅 力 を 全 国 に 発 信 し て い く 、 甲 賀 市 の 価 値 を 高 め て い く  

・ 内 発 的 に 発 展 し て い け る よ う 地 域 の 自 立 性 を 高 め て い く  

・ 地 域 資 源 （ 観 光 資 源 ） を 発 掘 し 、 う ま く 活 用  

  問 題 群   ＊ 産 業  

・ 甲 賀 市 と し て の 文 化 を 創 っ て い く  

  問 題 群   ＊ 市 の 一 体 感  

そ こ で  

 歴 史 文 化 に お い て は ・ ・ ・  

  ※  甲 賀 市 に は 史 跡 を は じ め と す る 歴 史 、 文 化 、 伝 統 が 数 多 く の

息 づ い て い る 。  

  ※  こ れ ら の 歴 史 、 文 化 、 伝 統 は す ば ら し い も の で あ る 。  

  ※  こ れ ら 歴 史 、 文 化 、 伝 統 を 後 世 に 伝 え て い く 必 要 が あ る 。  

  ※  後 継 者 を 育 成 す る た め の い と ぐ ち が 必 要 。  

  ※  歴 史 、 文 化 、 伝 統 を う ま く 活 用 す る こ と が 必 要 。  

    キ ー ワ ー ド   周 知 ・ 継 承 ・ 利 活 用        

産 業 に お い て は ・ ・ ・  

  ※  甲 賀 市 に は 、 も の づ く り 企 業 （ 製 造 業 ） が 数 多 く あ る 。  

  ※  内 陸 型 の 工 業 都 市 と し て 、 雇 用 の 場 な ど 魅 力 が あ る 。  

  ※  工 業 だ け で な く 、 農 業 、 林 業 も 盛 ん で あ る 。  

  ※  甲 賀 の く す り や 、 甲 賀 の お 茶 、 信 楽 焼 に 代 表 さ れ る よ う に 地

場 産 業 が 強 い 。  

  ※  東 海 道 や 宿 場 、 甲 賀 忍 者 、 信 楽 焼 な ど 、 数 多 く の 観 光 産 業 を

活 性 化 す べ き 。  

    キ ー ワ ー ド   周 知 ・ 観 光 ・ 活 性 化        

 市 の 一 体 感 に お い て は ・ ・ ・  

  ※  旧 町 の 垣 根 を 取 り 払 い 、 新 た な 文 化 の 創 出 が 必 要 。  

    キ ー ワ ー ド   創 造 ・ 創 出    

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・「 甲 賀 市 ら し さ 」 は 、 条 文 で 扱 う の で は な く 、 前 文 や 理 念 の 中 で 書

き 込 む 。 問 題 群 か ら キ ー ワ ー ド を 探 し 出 し 、 必 要 に 応 じ て 条 文 に 引

用 す る 。  

 



（ ５ ） 地 域 愛  

私 た ち は 、 先 人 が 長 年 に わ た り 培 っ て き た 歴 史 と 文 化 に 誇 り を 持

ち 、 地 域 に 対 す る 愛 情 を 育 み 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で 地 域 課 題 の 解 決 に 向

け て 取 り 組 む も の と し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 私 た ち の 先 人 は 、 さ ま ざ ま な 伝 統 ・ 文 化 ・ 産 業 を つ く り あ げ て き ま

し た 。 そ し て 、 文 化 財 や 自 然 、 人 と の つ な が り を 大 切 に 守 っ て き ま し

た 。  

・ 平 成 １ ６ 年 １ ０ 月 １ 日 に は 水 口 町 、 甲 南 町 、 甲 賀 町 、 土 山 町 、 信 楽  

町 の ５ 町 の 合 併 に よ り 甲 賀 市 が 誕 生 し ま し た 。 ま た 、 平 成 ２ ３ 年 度 に

は 新 し い 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ と な る ２ ６ の 自 治 振 興 会 が 設 立 さ れ ま し た 。  

・ こ の 魅 力 あ る 私 た ち の ま ち を さ ら に よ く す る に は 、 一 人 ひ と り が お

互 い を 尊 重 し な が ら 、 ま ち づ く り の 当 事 者 と な り 、 次 の 世 代 に 引 き 継

い で い か な け れ ば な り ま せ ん 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 地 域 の 歴 史 、 文 化 、 伝 統 を 大 切 す る 。 後 世 に 伝 え 活 か し て い く 。  

・ 地 域 の 特 徴 を 活 か し た 景 観 を 守 り 育 て る 。  

・ み ん な で 新 し い 文 化 を 創 っ て い く 。（ 甲 賀 市 と し て の 文 化 ）  

・ お も て な し 、 ま ち を 愛 す る 心 意 気 を 。  

・ 甲 賀 の す ば ら し さ 、 住 ん で い る ま ち の す ば ら し さ 、 先 人 へ の 敬 意 を  

含 め た 郷 土 愛  

・ そ れ ぞ れ の 地 域 の 個 性 や 特 徴 を 尊 重 し た 一 体 感 、 尊 重 し あ え る 郷 土 。  

・ 旧 町 の 垣 根 を 取 り 払 い 、 甲 賀 市 民 と し て 意 識 し 考 え る 。  

・ 甲 賀 郡 の 歴 史 を 思 い 出 し な が ら 、 甲 賀 市 を 考 え る 。  

・「 地 域 愛 」 は 概 念 で あ り 、 そ れ は 全 文 や 理 念 に 含 む 。 そ れ を 維 持 し  

育 む 仕 組 や 手 法 が あ れ ば 、 第 二 部 会 の テ ー マ の 中 で 条 文 化 し て い く 。  

 

 

 

 



（ ６ ） 国 際  

１ ． 市 は 、 市 民 が 多 様 な 文 化 と ふ れ あ う こ と が で き る 環 境 を 整 え ま  

す 。  

２ ． 市 民 及 び 市 は 、 世 界 の 人 々 と 互 い の 文 化 を 認 め あ い 、 多 様 な 文 化

が 共 存 で き る ま ち づ く り を 推 進 し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 甲 賀 市 は 工 業 団 地 が 多 く 外 国 人 労 働 者 も 多 い 。 同 じ 市 内 で 暮 ら し て  

お り 、 お 互 い の 国 の 文 化 良 い と こ ろ 、 悪 い と こ ろ を 学 習 し 、 理 解 を 深  

め る こ と が 、 今 後 の 国 際 化 社 会 に 向 け て 必 要 な こ と で あ る と 感 じ る 。  

・ 市 は 、 将 来 の 市 民 福 祉 の 向 上 と 地 域 社 会 の 発 展 の た め に も 、 市 民 が  

交 流 で き る サ ロ ン 等 、 多 文 化 が 交 流 で き る 環 境 の 整 備 が 望 ま れ る 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 多 文 化 ( 多 民 族 ) の 共 存 、 共 生 は 「 市 民 」 の 定 義 と 大 い に 関 わ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ７ ） 子 ど も  

 子 ど も は 、 守 ら れ る 、 生 き る 、 育 つ 権 利 を 持 つ と と も に 、 年 齢 に ふ

さ わ し い 形 で ま ち づ く り に 参 画 す る 権 利 を 保 障 し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ こ こ で は 子 ど も に や さ し い ま ち が 、 す べ て の 人 に や さ し い ま ち に つ  

な が っ て い く と い う 考 え 方 か ら 、 子 ど も の 権 利 に つ い て 定 め て い ま す 。  

・ 子 ど も も 甲 賀 市 の ま ち づ く り に 能 力 に 応 じ て 子 ど も の 視 点 で 参 画 す  

る こ と が で き 、 参 画 す る こ と で 市 政 を 身 近 に 感 じ ら れ 、 将 来 の 甲 賀 市

の ま ち づ く り の 担 い 手 と し て 大 き く 成 長 す る こ と が で き る は ず で す 。  

・ そ の た め に は 、 常 に 人 と 人 と の つ な が り や 、 思 い や り の 心 を 欠 か す  

こ と は で き ま せ ん 。 そ し て 、 地 域 の 力 、 支 え あ う こ と で 安 心 し て 学 べ

る 仕 組 づ く り が 大 切 で す 。  

・ 子 ど も の 目 線 に 立 っ た 子 育 て 、 子 ど も に 接 す る 大 人 の あ り 方 、 地 域  

の 大 人 が 協 力 し 合 っ て 支 え て い き 、 子 育 て し や す い 体 制 を 構 築 し て い

く こ と が 重 要 な こ と で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ８ ） 高 齢 者  

高 齢 者 は 、 長 年 の 人 生 で 培 っ た 経 験 と 知 恵 を 伝 達 し な が ら 、 住 み 慣

れ た 地 域 で い き い き と 安 心 し て 暮 ら せ る よ う 、 共 に 生 き 、 皆 で 支 え あ

い な が ら 、 人 権 尊 重 と 健 康 福 祉 の ま ち づ く り に 参 画 及 び 参 加 す る 役 割

と 権 利 を 有 し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 高 齢 者 は 、 社 会 に 参 加 す る 重 要 な ま ち づ く り の 担 い 手 で す 。 長 年 培  

っ て き た 能 力 を 十 分 発 揮 し て い た だ く こ と で 、 生 き が い を 感 じ 取 る こ  

と が で き る 施 策 が 必 要 で す 。  

・ 高 齢 者 が 、 地 域 で い き い き （ 生 き 生 き ・ 活 き 活 き ） と 安 心 し て 生 活  

が 送 れ る よ う 、 地 域 福 祉 推 進 の た め の 基 盤 や サ ポ ー ト 体 制 を つ く り 、  

住 民 の 活 動 や 行 動 の あ り 方 を 定 め る 地 域 福 祉 活 動 計 画 に よ り 、 行 政 や  

住 民 、 地 域 福 祉 活 動 団 体 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 事 業 所 な ど が 役 割 を 分 担 し 、  

協 働 に よ り 支 え あ う 社 会 に し て い か な く て は な り ま せ ん 。  

・ 高 齢 化 が 進 む と 、 心 身 と も に 状 況 が 個 々 に 変 化 し ま す 。 状 況 を 周 り  

の 人 は 理 解 を 深 め 、 個 人 を 尊 重 し な く て は な り ま せ ん 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・「 皆 で 支 え あ い な が ら 」 の 皆 は 、 行 政 、 市 民 、 各 種 団 体 、 企 業 な ど 、

市 内 の あ ら ゆ る 個 人 ・ 団 体 の こ と を 、 ど の よ う に 表 現 を す る か 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ９ ） 障 が い 児 ・ 者 の 権 利  

障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 、 等 し く 地 域 住 民 と し て 個 人 の 尊 厳 と 権

利 が 尊 重 さ れ 、 住 み 慣 れ た  

地 域 で の 中 で 共 に 暮 ら せ る 障 が い 児 ・ 者 に や さ し い ま ち づ く り を 実 現

す る こ と 。  

 

１ ． 障 が い 者 ・ 地 域 住 民 の 基 本 的 人 権 が 尊 重 さ れ 、 人 々 が 共 に 生 き

る 、 街 づ く り に 参 加 で き る 社 会 の 実 現  

２ ． 市 ・ 障 が い 者 ・ 地 域 住 民 ・ 事 業 者 ・ 企 業 等 が 協 力 し な が ら 、 障 が

い 者 も 地 域 で 社 会 生 活 を 営 み 、 安 全 に か つ 安 心 し て 暮 ら し て い け る

社 会 の 実 現  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 理 念 の も と に 、 高 齢 者 ・ 障 が い 者 ・ 児 童 を  

は じ め す べ て の 市 民 が 自 由 に 行 動 し 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 共 に 支 え あ い

な が ら 、 安 心 し て 快 適 に 暮 ら す こ と が で き る 社 会 の 実 現 は 、 私 た ち 市

民 の そ し て 世 界 の 願 い で す 。  

・ こ の よ う な 社 会 を 創 出 す る た め に は 、 市 民 一 人 ひ と り が 個 人 と し て  

尊 重 さ れ 、 自 ら 生 き が い を も っ て 、 社 会 の あ ら ゆ る 分 野 の 活 動 に 安 心

し て 参 加 で き る よ う な 様 々 な 障 壁 を 取 り 除 く こ と が 必 要 で す 。  

・ こ の た め に 、 個 人 の 自 立 を 基 本 と し 、 ま た 自 立 に 努 め 、 お 互 い の 理  

解 を 深 め 、 共 に 助 け 合 い 支 え あ う 「 共 に 生 き る 社 会 づ く り 」 と い う 考

え 方 に 立 ち 、 市 ・ 市 民 ・ 事 業 所 ・ 企 業 等 が 一 体 と な っ て 地 域 福 祉 の 推

進 を 図 る と と も に 、 公 共 的 な 施 設 や 情 報 及 び サ ー ビ ス 等 の 円 滑 な 利 用

に 配 慮 し た ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン に よ る ま ち づ く り を 総 合 的 に 進 め て

い く こ と が 重 要 で す 。  

 

※ 対 象 と な る 障 が い 者 と は  

 身 体 障 が い ・ 知 的 障 が い ・ 精 神 障 が い ・ 発 達 障 が い ・ 高 次 脳 機 能 障

が い の あ る 人 、 継 続 的 に 日 常 生 活 や 社 会 生 活 に 制 限 を 受 け る 障 が い の

あ る 人 す べ て と し ま す 。   

（ 甲 賀 市 障 が い 者 基 本 計 画 “ 安 心 ・ 交 流 ・ 生 き が い プ ラ ン ” と 同 様 ）  



（ １ ０ ） 教 育  

１ ． 市 及 び 市 民 は 、 生 涯 に 渡 る 人 づ く り を 実 現 す る た め 、 ひ と り ひ と

り が 常 に 前 向 き に 教 育 振 興 に 取 り 組 み 、 生 涯 を 通 じ て 「 学 ぶ こ と 」

を 忘 れ な い 環 境 を 作 り ま す 。  

２ ． 市 及 び 市 民 は 、 就 学 前 の 家 庭 で の 環 境 づ く り 、 ま た 障 が い を 持 つ

人 や 壮 年 期 以 降 の 市 民 も 参 画 で き る 暖 か い 教 育 環 境 づ く り を 目 指 し

ま す 。  

３ ． 市 及 び 市 民 は 、 甲 賀 市 を 愛 し 、 日 本 を 愛 す る 人 づ く り を 目 指 し ま  

す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 義 務 教 育 、 高 等 学 校 、 専 門 学 校 だ け が 学 ぶ 場 所 で は あ り ま せ ん 。   

ま ず 家 庭 環 境 や 地 域 の 環 境 を 整 え 、 社 会 全 体 で 子 育 て を し よ う と い  

う 取 り 組 み が 必 要 で す 。  

・ 子 育 て と 仕 事 の 両 立 、 障 が い 児 や 障 が い 者 を 持 つ 家 庭 の 悩 み 解 消 な  

ど に 、 行 政 と 地 域 住 民 が 協 力 し て 取 り 組 ん で い く こ と が 重 要 で す 。  

・ 地 域 を 担 う 人 材 の 育 成 に は 、 長 期 の 教 育 振 興 計 画 が 必 要 で す 。 知  

育 ・ 徳 育 ・ 体 育 の バ ラ ン ス の と れ た 教 育 環 境 を つ り 、 ひ と り ひ と り が  

規 範 意 識 を 持 っ て 、 日 常 生 活 か ら 地 域 全 体 の 意 識 を 高 め て い く こ と が  

重 要 で す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 言 葉 と し て 「 教 育 」 を 「 学 び 」、「 学 習 」 に 置 き 換 え た 方 が 市 民 目 線 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ １ １ ） 条 例 の 見 直 し ・ 推 進  

１ ． 市 は 、 こ の 条 例 の 施 行 後 4 年 を 超 え な い 期 間 ご と に 、 こ の 条

例 が 甲 賀 市 に ふ さ わ し い も の で あ る か ど う か 等 を 検 討 し ま す 。  

２ ． 市 長 は 、 前 項 の 検 討 を 行 う た め 、（ 仮 称 ） 自 治 基 本 条 例 推 進 審 議 会

（  以 下 「 推 進 審 議  

会 」 と い い ま す 。）  を 設 置 し ま す 。  

３ ． 推 進 審 議 会 は 、 自 治 を よ り 推 進 す る た め 、 こ の 条 例 の 運 用 状 況 を

調 査 し 、 市 長 に 対 し 、 運 用 の 是 正 ・ 改 善 を 勧 告 で き る と と も に 、 こ

の 条 例 の 改 正 を 提 言 す る こ と が で き ま す 。  

４ ． 市 長 は 、 前 項 の 勧 告 ・ 提 言 を 公 表 し ま す 。  

 

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 時 代 の 流 れ や 環 境 に 併 せ て 、 条 例 の 内 容 を 変 え る 必 要 が あ り ま す 。  

・ ４ 年 は 市 長 の 任 期 で す 。 理 事 者 の 意 向 も 踏 ま え て 検 討 を 行 う 必 要 が  

あ り 、 ４ 年 を 超 え な い 期 間 を 見 直 し の 期 間 と 定 め ま す 。  

・ 市 民 参 加 で 作 成 し た 条 例 で す 。 見 直 し も 市 民 参 加 で 行 い ま す 。 市 民  

は 条 例 の 監 視 役 で も あ り ま す 。  

・ 見 直 し と は 、 必 ず 変 更 す る と い う こ と で は あ り ま せ ん 。 変 更 を 伴 わ  

な い こ と も あ り ま す 。（ 評 価 、 点 検 ）  

・ 推 進 審 議 会 の 勧 告 や 提 言 は 尊 重 さ れ な け れ ば な り ま せ ん 。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（12）安全・安心のまちづくり 

 1．市民は、安全に安心して暮らすことのできるまちづくりを目指し、

常日頃から学習や安全点検、訓練などを通じて安全・安心に関する意識

の向上を図るとともに、大規模な自然災害その他あらかじめ予測のでき

ない事態（以下「災害など」という。）への備えを行うよう努めます。

また、災害などが発生したときには、自らの安全を確保したのち、地

域住民の協力・連携により災害などに対処するよう努めるものとしま 

す。 

2．市民は、区・自治会等を単位に自主防災組織等を設立するなどによ 

り、地域における安全・安心に関する組織的な活動の促進に努めます。

なお、自主防災組織等の活動を支援するため、市は必要かつ適切な情

報を提供するなど、協力・連携に努めます。 

3．市は、地域住民をはじめ、関係機関、団体及び事業者等と協力・連

携し、災害等に対応する計画及び情報共有の仕組みを整備するよう努

めなければなりません。また、緊急時にはこれらと協働のもと、迅速

かつ適切に対応しなければなりません。  

(説明) 

【基本的な考え方】 

・この項目の中心的な課題は、「市民が安全に安心して暮らすことができる

まちづくり」です。 

そこで、今回、「安全・安心」に関し、委員会において提出された意見を、

①市民の災害などに関する意識向上に関すること及び地域住民同士の連

携・協力に関すること、②地域住民による自主的防災組織づくりに関する

こと、③市を中心とした安全・安心のための仕組みの整備と緊急時の対応

に関すること、の３点に分け、「自治基本条例に反映させたいこと（骨子案）」

としてとりまとめました。 

①  市民の災害などに関する意識の向上等   

  骨子（案）1 では、市民が安全に安心して暮らすため、（様々な学習、訓

練等を通じて）安全・安心に関する意識の向上を図ることの重要性及び

災害等に対する備えを行うことを述べています。 



また、災害等が発生した際には、自ら安全の確保を図る(自助)ほか、地

域住民の連携・協力(共助)により、災害等による被害の軽減に努めること

についても述べています。 

   これは、安全・安心に関する地域住民による自主的な活動について、「住

民 同 士 が お 互 い に 見 守 り 合 い 、 支 え 合 う 地 域 社 会 づ く り が 必 要 で あ る 。」

とする意見、及び「住民自身がハザードマップ作りなどを通じて、身近

な危険情報を把握する活動が必要である。」とする意見を踏まえたもので

す。 

②  自主防災組織の設立等 

骨子（案）2 では、自主防災組織等、地域住民による安全・安心の活動

がいっそう重要性を増す中、自主防災組織等を整備を促進すること及びこ

れら地域住民による自主的な活動がより積極的に行われるよう、市が情報

提供をはじめ、適切な連携・協力に努めることとしています。 

    災害等対策における市民と市との協働について、うたっているわけで

すが、このうち、地域における安 全・安心に関する活動については、「自

主防災組織をしっかりと組織することが、安全の確立のために必要であ

る。」とする意見を踏まえたものです。 

③  市を中心とした災害等に対応する仕組みの整備等 

骨子（案）3 では、甲賀市（以下「市」という。）は、a 市民が安全に 

安心して暮らすことができるよう、災害などに対応するため、地域住民を 

はじめ、関係機関、団体及び事業者等との間で、計画及び情報を共有する 

仕 組 み を 整 備 す る こ と 、 b  さ ら に 、 仕 組 み を 整 備 す る こ と に 留 ま ら ず 、 

緊急事にはこれらとの協働のもと、迅速かつ適切に対応することをうたっ 

ています。 

ここでは、自然災害その他不測の事態に対応するための仕組みの整備に

関し、「安全・安心について、未然防止と発生後の対策との両面からとら

えること。（治山、治水、砂防など）特に、未然防止のための体制等整備

が重要である。」とする意見、また、危険情報に関し、「市から住民、地域

団体、学校などに対し周知・啓発するとともに、住民側も危険なものを見

つけた場合、市に通報する義務がある。」という意見を踏まえつつ、関係



機関団体等との連携等にも配慮したものとしました。 

   なお、以上のほか、「市民の安全を守ることを重視しつつ、生活道路な

どの社会資本の維持、整備を行うことが大切である。」とする意見があ

りましたが、項目（12）は専らソフト面の施策等について規定するも

のである（ハード面については言及しない）と考え、採用しませんでし

た。 

【意見など】  

 ①  安全・安心に関する問題群（条項）については、本年１月 17 日開

催の第８回委員会で集中審議が行われたほか、第５回委員会（平成 25

年 11 月７日開催）及び第６回委員会（同 11 月 29 日開催）において

も関連意見が提出されました。 

   これらは、第 10 回委員会(平成 26 年３月 13 日開催）配布資料「こ

れまでの議論から抽出された条例への盛り込みを検討する事項」にまと

め ら れ た と お り で す が 、 同 資 料 で は 発 言 内 容 が 簡 約 化 さ れ て い る た め 、

改めて会議録から安全・安心に係る意見を抜粋した結果、以下のとおり

です。 

  （注）必ずしも議事録（原文）に忠実ではありませんが、前後の文脈か

ら発言の意図を最大限汲み取ったつもりです。 

  【第８回委員会】  

  ・ 地域において自主防災組織をしっかりと組織することが、安全の確

立のために必要である。 

  ・ 安全・安心について、未然防止と発生後の対策との両面からとらえ

ること。（治山、治水、砂防など）特に、未然防止のための体制等整

備が重要である。安全・安心なまちづくりを自治基本条例においてき

っちりとうたうことが必要である。 

・ 住民自身がハザードマップ作りに参画することによって、身近な危

険についての認識をさらに進めていくことができるはずである(住民

自らが危険情報を把握する活動の必要性)。 

・ 安全・安心に関して、住民同士 がお互いに見守り合い、支え合う地

域社会づくりが必要である。 



・ 市から住民、地域団体、学校などに対し、危険情報を流し、また啓

発することが大切である。 

 【第５回委員会】 

・ 市内において、特定外来種のセアカゴケグモの生息が確認されたが、

市から危険情報の周知や啓発の必要性がある。また、市民側からも危

険なものを見つけた場合、報告する義務がある。    

【第６回委員会】 

  ・ 市内には大規模地震などの際に市民の安全を守れないような生活道

路が多いが、これらの整備、改良についても条例に盛り込むべきであ

る。 

  ・ 市民の安全を守ることを重視し、社会資本を維持、整備していくこ

とが大切である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１３）区・自治会  

1．区・自治会は、地域を代表し、一定の地域を基礎とする住民自治組織で

あり、地域の現状及び課題をみんなで共有し、住みよい地域社会をつくりま

す。  

2． 地 域 住 民 は 、 互 い に 協 力 し 、 助 け 合 い な が ら 、 積 極 的 に 区 ・ 自 治 会 の

諸活動に参加します。  

3． 市 は 、 区 ・ 自 治 会 を 地 域 住 民 の 代 表 と し て 尊 重 し 、 互 い に 協 力 し あ え

る関係をつくります。 

（説明） 

【基本的な考え方】 

・住民の負担になりすぎないように組織の整理を 

・区・自治会組織への加入を促す。 

 

【意見など】 

・ 区 ・ 自 治 会 は 、 そ の 形 成 過 程 か ら 、 地 域 自 治 の た め に 地 域 住 民 で 自 発 的 、

主体的に設立されたものです。よって、強制加入されるものではありません

が、地域内の全ての住民が参加することを目標としています。 

ま た 、 そ の 区 域 内 で 生 じ る 地 域 課 題 に 取 り 組 む こ と を 通 じ て 、 地 域 を 代 表

しつつ、地域の管理にあたる住民自治組織の基礎となっています。 

住 み よ い 地 域 を つ く る た め に は 、 個 人 的 な 思 い だ け で な く 、 地 域 の 現 状 や

地域が望むことが何か、を情報共有する必要があります。そこから区民の多

くが望んでいることや地域にとっての優先課題がみえてきます。それを区・

自治会の総意として情報を発信し、課題解決に結び付けるもののひとつに区

自治会要望があります。区自治会要望は、住みよいまちをつくる手段のひと

つであるといえます。 

高 齢 社 会 に お け る 見 守 り や 大 規 模 災 害 に 備 え た 自 主 防 災 組 織 の 結 成 な ど 、

社 会 情 勢 の 変 化 と と も に 個 人 で は 対 応 出 来 な い 課 題 解 決 に 向 け た 隣 近 所 の

相互扶助が求められています。このことから、ひとりひとりがまず出来るこ

とを考え、共に行動する事が必要です。  



住民の自発的活動の自治組織、区長会の傘下組織、行政の補助機関など様々

な側面をもつ区・自治会は、地域内のコミュニティ活動を最優先とするもの

とします。 

 ま た 行 政 か ら の 依 頼 事 項 や 役 員 等 の 委 嘱 に つ い て は 、 必 要 最 小 限 に 留 め 、 

特定の人に負担が偏らないよう、併せて簡素化出来るものは可能な限り改善 

していくこととします。  

 



（１４）自治振興会  

1．自治振興会は、その地域を概ね小学校区とし、関係団体との連携のもと、

広域的な地域課題の解決を図りながら、住みよい地域社会をつくります。  

2．自治振興会の会員は、その地域に住む、または活動するすべての個人、団

体、事業者とし、みんなできめた「まちづくり計画(※)」に基づき、より多

くの人の参画と自由な発想により特色あるまちをつくります。 

3．市は、自治振興会の地域の特性や実情に合わせた柔軟な取り組みに対して

必要な支援を行います。 

※まちづくり計画 

各自治振興会が策定する活動方針の基本となる計画  

（説明） 

【基本的な考え方】 

・自治振興会と市との関わり、設立した目的 

・自治振興会と市、地区社協の役割、すみ分け 

・区・自治振興会活動に参加を促す仕組み 

・自治振興会と区との一体的な運営 

・サポートしあう支援・見守りの体制 

・自治振興会の活動拠点整備（自治振興会の活動拠点としてふさわしいよう 

整備が必要な地域市民センターがある。） 

 

【意見など】 

・自治振興会は、区・自治会単独では解決困難な広域的課題に取り組むため、

市と市民の協働を基本として設置された組織です。 

そ の 区 域 は 、 将 来 的 に 小 学 校 区 の 再 編 が さ れ る 可 能 性 も 考 慮 し 、 弾 力 的 に

運用できるよう「概ね」として定義しています。 

活 動 の 基 本 と な る 「 ま ち づ く り 計 画 」 は 、 役 員 だ け で な く 、 地 域 に 関 わ る

全ての人が考えたものでなければなりません。このことから、会員の意見を

アンケート調査などにより、十分に汲み取り、優先すべき課題を整理する必

要があります。 

 また、広域的な課題とは、それぞれの区・自治会が抱える共通の課題であ 



り、その解決の方策に、より多くの人が関わることによって新たな発想 

が生まれることが期待されます。 

自治振興会は、区・自治会と組織的に重複したり、上下関係となるもので 

はなく、それぞれが独立した組織です。このことから、相互の尊重と協力に

より、住みよいまちづくりを目指すものとします。 

その他の地域内の関係団体との調整については、自治振興会が主体となっ 

て行い、より効率的で効果的な活動を展開するものとします。 

必要な支援内容については、自治振興会と市との協議により、決すること 

とし、市は、それぞれの地域性や実情に合わせた柔軟な取り組みに対する 

個別支援を行い、地域の活性化につながる活動の展開を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１５）市民参加 

１ ． 市 民 は 、 そ れ ぞ れ の 立 場 を 尊 重 し 合 い な が ら 、 ま ち づ く り に 関 心 を も っ

て積極的に参加するよう努めます。 

２ ． 市 は 、 ま ち の 主 役 で あ る 市 民 が 自 ら 考 え 、 働 き か け 、 決 定 で き る し く み

づくりに努めます。 

（説明） 

【基本的な考え方】 

・市民もできることを積極的にやっていこう 

・まちづくりの主役である市民が主体的にまちづくりに関わる 

・市民自ら考えて決定し、その実現に向けて行動する 

・若者の声をまちづくりに活かせるシステムの構築 

・年齢にふさわしい形でまちづくりに参画する権利の保障 

・地元派も市外から来た人も同じ甲賀市民であるという意識は大切 

 

【意見など】 

・スローガン的な考え方 

・相手を否定せずに協力していこう 

・つながろう、楽しもう 

・自分にできることからはじめよう 

・年配の人だけがやっていてはダメ。自主的に参加・参画できる雰囲気 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１６）協働 

 市民・市民活動団体・事業者・市議会及び市は、相互の信頼関係を築きつつ、

対等な関係のもと連携協力して活気あふれるまちづくりに努めます。 

（説明） 

【基本的な考え方】 

・市民と行政の協働、市民と市民の協働、行政と市民の協働、企業と行政の

協働、企業と市民の協働、企業と市民と行政の協働 

・市民と行政のパートナーシップ 

・対等な関係（お互いの強みを活かす） 

・市民・行政・社協等の役割、すみ分け 

・協働のルール 

 

【意見など】 

・精神的な心のつながり 

・信頼関係（コミュニケーション） 

・信頼関係を必ず築くこと 
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（ １ ８ ） 国 ・ 県 ・ 地 域 と の 関 係  

市 は 、 住 み よ い ま ち づ く り を 進 め る た め 、 効 率 的 な 行 政 を 推 進 し 、  

 １ ． 国 ・ 県 と 対 等 な 関 係 に 立 ち ま す 。  

 ２ ． 国 ・ 県 及 び 近 隣 自 治 体 と 積 極 的 に 連 携 ・ 協 力 を 図 り ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・地 方 分 権 が 言 わ れ る よ う に な っ て か ら 、国・県 と の 関 係 は 今 ま で と 違 い 、

新 し い 関 係 と な っ て き ま し た 。 協 力 ・ 連 携 を 図 る た め に は 甲 賀 市 の 役 割 を

示 す と と も に 、 親 密 な 関 係 を 築 く 努 力 が 必 要 と な り ま す 。 ま た 、 私 た ち を

取 り 巻 く 課 題 は 山 積 し て お り 、 広 域 連 携 が 言 わ れ る 中 で 、 甲 賀 市 も 近 隣 市

町 と の 協 力 ・ 連 携 が 大 切 に な っ て き ま す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・「 立 場 」 か 「 関 係 」 か 。「 関 係 」 の 方 が 相 手 を 尊 重 す る 、 助 け 合 う と い う

イ メ ー ジ が あ る 。  

・ な ぜ 、 連 携 ・ 協 力 し て い く 必 要 が あ る の か 、 な ぜ 対 等 な 関 係 を 築 く 必 要

が あ る の か 示 す こ と が 必 要 で は 。  

・ 誰 の た め に 対 等 な 関 係 や 連 携 が 必 要 な の か を 考 え る べ き 。  

・ 行 政 と 住 民 は ど う あ る べ き か 。  

・ 対 等 な 関 係 は 国 ・ 県 を 意 識 し 、 積 極 的 な 連 携 ・ 協 力 は 国 ・ 県 ・ 近 隣 自 治

体 と し て は 。  

・ 市 民 主 体 の ま ち づ く り で あ る の で 、 必 要 に 応 じ て 国 ・ 県 と 連 携 し て い け

ば い い の で は な い か 。 条 例 の 前 文 に 地 方 分 権 や 国 ・ 県 と の 関 係 が 謳 わ れ て

い れ ば 。  

・ 市 民 の 想 い 、 市 民 参 加 を こ の 条 例 で 表 現 す る の で あ れ ば 、 あ る 程 度 、 対

等 で あ る こ と や 、 立 ち 位 置 の 関 係 を 明 記 す べ き か と 。  

・ 説 明 文 に あ る 具 体 例 は 省 略 す る 。  

・ 地 域 と は 「 近 隣 自 治 体 」 の こ と 。  

・ 国 、 県 、 市 に は そ れ ぞ れ 役 割 が あ り 、 お 互 い が 「 壁 」 を つ く る の で は な

く 、 尊 重 し 合 う 関 係 を 築 く 。  



（ １ ９ ） 情 報 の 共 有 、 情 報 の 提 供 、 情 報 の 公 開  

≪ 情 報 の 共 有 及 び 提 供 ≫  

 ・ 市 民 、 議 会 及 び 市 は 、 市 民 参 画 に よ る ま ち づ く り を 推 進 す る た め に 、

ま ち づ く り に 関 す る 情 報 を お 互 い に 共 有 し 、 提 供 し ま す 。  

 ・市 及 び 議 会 は 、保 有 す る 情 報 が 、市 民 共 有 の 財 産 で あ る こ と を 認 識 し 、

適 正 に 管 理 し ま す 。  

≪ 公 開 ≫  

 ・ 市 民 は 、 市 政 に 関 す る 情 報 を 知 る 権 利 が あ り ま す 。  

・ 市 及 び 議 会 は 、 市 政 に つ い て 市 民 に わ か り や す く 、 公 正 に 提 供 す る 責

務 を 全 う す る た め 、 法 令 に よ り 制 限 さ れ る 場 合 を 除 い て 、 保 有 す る 情 報

を 適 正 に 公 開 し ま す 。  

 

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 情 報 の 共 有 、 提 供 、 公 開 は 、 市 民 参 画 に よ る ま ち づ く り を 推 進 す る う え

で の 大 前 提 で す 。  

・ 市 及 び 議 会 は 、 市 民 の 市 政 に 対 す る 理 解 と 信 頼 を 深 め る た め に 、 求 め に

応 じ て 情 報 を 公 開 し ま す 。  

・ 協 働 し て ま ち づ く り を 進 め る た め に は 、 市 民 の 側 が 持 っ て い る 、 ま ち づ

く り に 必 要 な 情 報 の 提 供 も 求 め ら れ ま す 。 （ 危 険 情 報 の 提 供 な ど ）  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 自 治 基 本 条 例 と は ま ち づ く り の 基 本 条 例 で あ り 、 市 民 ・ 議 会 ・ 行 政 が 主

体 の ま ち で あ る 。  

・ 市 民 の 定 義 は 、 自 治 体 に よ っ て 様 々 で あ り 、 自 治 基 本 条 例 を ど う 位 置 づ

け る か で 定 義 も 異 な る と 思 う 。  

・ 市 民 の 定 義 は ？ 市 に 議 会 は 含 ま れ な い ？  定 義 、 趣 旨 の 整 理 。  

・ 市 政 は 市 民 の 負 託 を 受 け た 中 で 情 報 公 開 等 を 行 う 。  

・ 開 か れ た 市 政 で あ る べ き 。  

・ 市 民 ・ 議 会 ・ 市 が お 互 い に 、 ま ち づ く り に 関 す る 情 報 を 共 有 す る こ と が



大 事 。  

・ 市 民 か ら の 提 供 と は 、 個 人 的 な 情 報 で は な く 、 ま ち づ く り に 関 す る 情 報

で あ る 。  

・ 全 体 会 で は 、 市 民 か ら の 危 険 情 報 （ 例 え ば 、 セ ア カ ゴ ケ グ モ ） を 市 や 関

係 機 関 に 提 供 し て い た だ く こ と を 言 わ れ て い た の で 、 市 民 も 提 供 者 と し て

表 記 し て は ど う か 。  

・ 市 民 か ら の 危 険 情 報 の 提 供 は あ る 意 味 、 あ た り ま え で は な い か 。  

・ あ た り ま え の こ と に つ い て も 表 記 し て い く の で は な か っ た か 。  

・ 説 明 文 、 考 え 方 の と こ ろ に 具 体 例 な ど を 一 部 記 載 す る 。  

・公 開 は 法 令 に 基 づ き 公 開 し 、全 て が 公 開 で き る も の で は な い 。（ 個 人 の プ

ラ イ バ シ ー 等 ）  

・ 情 報 の 公 開 、 提 供 、 管 理 の 細 部 は 、 個 別 条 例 で 規 定 さ れ て い る 。 自 治 基

本 条 例 は ま ち づ く り の 幹 と な る 部 分 で あ り 、 枝 葉 の 部 分 は 個 別 条 例 で 規 定

さ れ る も の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ０ ） 個 人 情 報 保 護  

《 個 人 情 報 保 護 》  

・ 市 は 、 基 本 的 人 権 を 守 る た め に 保 有 す る 個 人 情 報 を 適 正 に 管 理 す る と

と も に 、 取 扱 い に 対 し て も 個 人 の 権 利 や 利 益 が 侵 害 さ れ る こ と の な い よ

う に 、 適 切 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な り ま せ ん 。  

・ 市 民 は 、 市 民 に よ る 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に 対 し 個 人 の 権 利 や 利 益 が 侵

害 さ れ る こ と の な い よ う 努 め ま す 。  

 

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 本 市 に は 、 す で に 個 人 情 報 保 護 条 例 が 制 定 さ れ て い ま す が 、 自 治 基 本 条

例 に お い て 改 め て 市 及 び 議 会 は 、 基 本 的 人 権 を 守 る た め に 保 有 す る 個 人 情

報 を 適 正 に 管 理 し 、 市 民 の 権 利 及 び 利 益 を 保 護 す る こ と の 重 要 性 を 再 確 認

す る た め に 規 定 す る も の で す 。  

・ 市 及 び 議 会 は 、 市 民 に よ る 個 人 情 報 に つ い て も 、 同 じ よ う に 基 本 的 人 権

を 守 る た め に 、 個 人 の 権 利 や 利 益 が 侵 害 さ れ る こ と の な い よ う に 、 適 切 に

取 り 扱 わ な け れ ば な り ま せ ん 。 ま た 、 市 民 間 で の 配 慮 に も 触 れ て い ま す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 情 報 の 開 示 、 訂 正 、 削 除 の 規 定 文 は 必 要 な い か 。  

・ こ の 自 治 基 本 条 例 は ま ち づ く り の 姿 勢 を 示 す も の で あ り 、 個 人 情 報 保 護

条 例 で 別 に 定 め て い る と い う 考 え で ど う か 。  

・「 権 利 や 利 益 が 侵 害 さ れ る こ と の な い よ う 」と い う 表 現 に 含 ま れ て い る と

い う 理 解 で い い の で は 。  

・ 個 人 情 報 保 護 条 例 は 市 が 保 有 す る 個 人 情 報 に 関 し て 適 切 に 扱 う こ と を 規

定 し て い る 。 市 が 提 供 す る 情 報 に 関 し て は 助 言 す る 必 要 は あ る が 、 市 が 把

握 し て い な い よ う な 市 民 同 士 の 情 報 に 助 言 す る と い う 表 現 は い か が か と 思

う 。  

・ 市 民 同 士 が 得 た 情 報 に 関 し て 適 切 に 取 り 扱 う 表 現 も 必 要 で は な い か 。  

・ 前 半 の 主 語 は 市 で 、 後 半 は 市 民 を 主 語 に し て 整 理 し て は ど う か 。  



・ 市 民 に よ る 個 人 情 報 と は 、 市 か ら 与 え ら れ た 情 報 か 、 市 民 独 自 で 持 つ 情

報 な の か 。 ど こ ま で の 範 囲 の 情 報 か を 整 理 す る 必 要 あ り 。  

・ 市 か ら 与 え ら れ た 情 報 ＝ 市 の 保 有 す る 情 報 で あ り 、 こ の 情 報 は 市 の 個 人

情 報 保 護 条 例 に 適 切 に 執 行 さ れ る べ き も の と し て 既 に 規 定 さ れ て い る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ １ ） 市 民 の 役 割 と 責 務 ・ 権 利  

《 役 割 》  

・住 ん で よ か っ た 、暮 ら せ て よ か っ た と 言 え る ま ち づ く り を 進 め る た め 、

市 民 同 士 が 支 え 合 い ま す 。  

・ ま ち づ く り を 進 め る た め に 、 で き る こ と は 自 ら 考 え 、 積 極 的 に 動 く こ

と が 大 切 で す 。  

 ・ 協 働 す る う え で 、 人 の 意 見 や 行 動 を 批 判 す る こ と な く 、 お 互 い に 尊  

重 し 、 自 分 の 言 動 に は 責 任 を 持 ち ま す 。  

《 責 務 》  

 ・ 市 民 は 、 生 活 を し て い く う え で 必 要 な ル ー ル を 守 り ま す 。  

 ・ 生 活 環 境 保 全 と い う こ と か ら も 、 自 己 の 財 産 を 適 正 に 管 理 し ま す 。  

 ・ 地 域 の 財 産 を 守 り 、 有 効 活 用 し ま す 。  

《 権 利 》  

 ・ 市 民 は ま ち づ く り の 主 役 で あ り 、 ま ち づ く り に 積 極 的 に 関 わ る 権 利 を

持 っ て い ま す 。  

・ 市 民 は 、 ま ち づ く り を 進 め る た め に 、 市 を は じ め と す る さ ま ざ ま な 団

体 等 と 協 働 し て い く こ と が 必 要 で す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 市 民 は 、 ま ち づ く り の 主 役 で あ り 、 積 極 的 に ま ち づ く り に 関 わ る 権 利 を

持 っ て い ま す 。 ま ち づ く り は 市 民 だ け で で き る も の で は な く 、 行 政 や さ ま

ざ ま な 団 体 等 と の 協 働 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、 そ れ ら と 協 働 す る 権 利 も

有 し ま す 。 た だ し 、 こ れ ら の 権 利 は 強 要 さ れ る も の で は な く 、 ま ち づ く り

に 関 わ ら な い か ら と 不 当 な 扱 い を 受 け る も の で は あ り ま せ ん 。 そ れ に 対 し

て 、 市 民 は 法 律 ・ 条 例 等 は も ち ろ ん の こ と 、 生 活 し て い く う え で 必 要 な ル

ー ル を 守 る 責 務 が あ り ま す 。 ま た 、 環 境 保 全 と い う こ と か ら も 、 市 民 自 身

の 財 産 を 適 正 管 理 す る こ と は 市 民 の 責 務 と 考 え ま す 。 個 人 の 財 産 だ け で な

く 、 地 域 の 貴 重 な 財 産 （ 文 化 財 や 資 源 、 人 な ど ） を 守 り 、 有 効 活 用 す る 責

務 も 有 し ま す 。  

 ま ち づ く り を し て い く こ と は 、 物 的 な こ と だ け で な く 、 高 齢 者 の 見 守 り



な ど も 含 ま れ て お り 、 み ん な が 暮 ら し て よ か っ た と 言 え る ま ち づ く り を 進

め る た め に 、 市 民 同 士 の 支 え 合 い や 協 働 が 必 要 な こ と は い う ま で も な く 、

で き る こ と は 自 ら 考 え 、 積 極 的 に 動 く 役 割 を 担 う と と も に 、 そ の 言 動 に は

責 任 を 持 ち ま す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ ま ち づ く り に 積 極 的 に 関 わ る こ と を 「 責 務 」 と す べ き か 「 役 割 」 と す る

か 。  

・ 義 務 で は な い の で 、「 権 利 」 で い い の で は 。  

・ 市 民 の 権 利 と し て は 情 報 を 知 る 権 利 も あ る 。  

・ 市 民 の 自 主 性 を 尊 重 し つ つ 、 積 極 的 に ま ち づ く り に 関 わ る こ と が 必 要 。  

・「 不 当 な 扱 い を 受 け る も の で は な い 」 と い う 表 現 は 条 文 に 載 せ る べ き か 。 

・ 人 権 、 特 に 差 別 的 な 扱 い を 受 け る も の で は な い と い う 意 味 で 表 現 し て い

る 。  

・ 第 １ 部 会 の 人 権 と の 調 整 が 必 要 。  

・「 不 当 な 扱 い を 受 け る も の で は な い 」と い う 部 分 は ま ち づ く り に 関 し て だ  

け で は な い 。  

・ こ こ の 趣 旨 は 市 民 の ま ち づ く り へ の 参 加 や や る べ き こ と を や る と い う 点

が 大 事 。  

・「 不 当 な 扱 い を 受 け る も の で は な い 」 の 文 言 は 説 明 文 （ 基 本 的 な 考 え 方 ）

で 表 現 す る 。  

・ 役 割 ＝ 市 民 同 士 の 支 え 合 い ・ 協 働 、 で き る こ と は 自 ら 積 極 的 に 動 く 、  

・ 責 務 ＝ 財 産 の 適 正 管 理 、 地 域 の 貴 重 な 財 産 の 有 効 活 用 ・ 運 営 管 理 ル ー ル

を 守 る  

・ 権 利 ＝ ま ち づ く り に 関 わ る 権 利 、 ま ち づ く り の 主 役 、 行 政 等 と 協 働 す る

権 利  

 

 

 

 



（ ２ ２ ） 企 業 ・ 事 業 者 の 役 割 と 責 務  

《 役 割 》  

・ 企 業 ・ 事 業 者 は 、 ま ち づ く り に 協 力 ・ 協 働 す る こ と に よ り 、 地 域 と つ

な が り 、 魅 力 を 発 信 す る こ と に 努 め ま す 。  

《 責 務 》  

 ・甲 賀 市 に 関 わ る 企 業・事 業 者 は 、地 域 社 会 の 一 員 で あ る こ と を 自 覚 し 、

地 域 に 根 ざ し た 企 業 ・ 事 業 者 を め ざ し ま す 。  

 ・ 企 業 、 事 業 者 は 、 地 域 社 会 の 一 員 と し て 、 市 ・ 市 民 と 連 携 、 協 力 を 図

り 、 魅 力 あ る ま ち づ く り に 貢 献 し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・市 内 に 立 地 し て い る 企 業・事 業 者 は も ち ろ ん の こ と 、関 わ り の あ る 企 業 ・

事 業 者 に つ い て も 、 地 域 社 会 の 一 員 で あ る 自 覚 を 持 ち 、 地 域 に 根 ざ し た 企

業 ・ 事 業 を め ざ し ま す 。 ま た 、 企 業 ・ 事 業 者 は 、 人 や 組 織 を 育 て て 活 か し

て い く 努 力 を し ま す 。 子 育 て 世 代 な ど あ ら ゆ る 人 が 、 安 心 し て 働 け る 安 全

な 環 境 づ く り に 責 任 を 持 ち ま す 。  

・ 企 業 ・ 事 業 者 は 、 ま ち づ く り に 協 力 ・ 協 働 す る こ と に よ り 地 域 と つ な が

り 、 市 の 魅 力 を 発 信 し て い き ま す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ 企 業 へ の 責 務 と 言 わ れ る と そ れ ま で で は あ る が 。  

・「 組 織 を 育 て る 」と は 。同 業 種 間 、業 界 が 集 ま っ て 地 域 に 貢 献 し て い く と

い う 組 織 か 。  

・ 企 業 は 利 潤 を 上 げ て い く 上 で 、 地 域 貢 献 と い う 視 点 も 取 り 入 れ な が ら 事

業 展 開 し て い く の で 、 企 業 活 動 を 縛 る よ う な 表 現 は 検 討 が 必 要 で は 。  

・ あ た り ま え に 地 域 に 協 力 す る よ う な 表 現 は 控 え た い 。  

・ 協 賛 と い う と 、 財 政 面 （ 寄 付 な ど ） で の 意 味 が 先 行 し て し ま う 。  

・ 事 業 者 は 市 民 で は な い か 。 事 業 所 を 別 に 定 め る の か 。  

・ 市 民 の 定 義 は ま だ 決 ま っ て い な い 。 全 体 会 で 調 整 が 必 要 。  

・ 連 携 ・ 協 力 が 目 的 で は な い 。 そ れ は 、 甲 賀 市 の 魅 力 を 発 信 す る た め の 手



段 で あ り 、 魅 力 あ る ま ち づ く り に 貢 献 す る た め の も の で あ る 。  

・ 他 社 の 魅 力 ま で 発 信 す る 必 要 は な い の で は 。  

・ ホ テ ル や 観 光 、 商 店 な ど は 企 業 活 動 に お い て も 市 の 魅 力 を 多 い に 発 信 し

て い く こ と が 求 め ら れ る 。  

・ 役 割 ＝ 魅 力 の 発 信 、 ま ち づ く り に 協 力 ・ 協 働 す る こ と  

・ 責 任 ＝ 地 域 社 会 の 一 員（ 地 域 に 根 付 く 、地 域 を 大 切  に ）、人 や 組 織 を 育

て て 活 か し て い く 、  安 心 安 全 で 働 き や す い 環 境 づ く り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ３ ） 議 会 、 議 員 の 役 割 と 責 務  

１ ． 議 会 は 、 市 民 の 声 が ま ち づ く り に 反 映 さ れ る よ う に 努 め る と と も に 、

そ の 過 程 を 市 民 に 明 ら か に し ま す 。  

２ ． 議 員 は 、 市 民 の 代 表 者 と し て 、 夢 と 将 来 を 見 通 す 力 を も っ て 、 ま ち づ

く り に 積 極 的 に 取 り 組 む よ う 努 め ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 議 会 は 、 甲 賀 市 の ま ち づ く り の た め の 重 要 な 事 項 を 決 定 す る 、 市 民 に 選

ば れ 信 託 さ れ た 大 切 な 機 関 で す 。 ま た 、 市 や 市 民 と と も に 議 員 に お い て も

甲 賀 市 の ま ち づ く り の 重 要 な 担 い 手 で あ る こ と か ら 、 そ の 役 割 に つ い て も

述 べ る 必 要 が あ る と 考 え 、 こ の 項 目 を 設 け ま し た 。  

・ 議 員 は 市 民 の 代 表 で あ る 。  

・ 議 員 は 、 夢 と ビ ジ ョ ン を も っ て 積 極 的 に 行 動 す る 。  

・ 議 会 は 、 市 民 の 声 が 反 映 さ れ る 開 か れ た も の で あ る 。  

・ ま ち づ く り に 関 す る 調 査 、 検 討 に 努 め る 。  

・ 議 会 は 、 行 政 の 監 視 及 び 牽 制 す る 権 限 が あ り ま す 。  

 

【 意 見 な ど 】  

・ ビ ジ ョ ン を 日 本 語 で い う と ど う 表 現 で き る か 。  

・ 市 民 の 負 託 に こ た え る の が 議 員 の 仕 事 で あ り 、 そ の た め に 議 員 は 夢 と ビ

ジ ョ ン を 持 っ て い な け れ ば な ら な い 。 条 文 に 入 れ る か 、 説 明 文 で 考 え 方 を

示 す か 。  

・ 市 民 の 願 い や 想 い を く み 取 っ て 政 策 提 案 を し て い く 、 議 会 は 行 政 の 監 視

を す る と い っ た 内 容 が 、 こ の 「 ま ち づ く り に 積 極 的 に 取 り 組 む 」 と い う 表

現 に 包 含 さ れ て い る か 。 大 き な 機 能 は こ の ２ つ だ と 考 え る 。  

・ こ の 条 文 案 に は で き る だ け わ か り や す い 表 現 を こ こ ろ が け た の で 、 説 明

文 に 議 会 や 議 員 の 機 能 的 な こ と を 表 現 し 、 整 理 し た 。  

・ ビ ジ ョ ン と い う 表 現 は 他 に は な い の で 入 れ て お き た い 。  

・ あ る べ き 姿 で あ れ ば 努 め る と い う 表 現 に な る だ ろ う 。  

・ こ こ で い う 「 市 民 」 は 甲 賀 市 で 生 活 し て い る 人 と い う 意 味 で あ る 。  



・ 監 視 機 能 、 チ ェ ッ ク 機 能 は 説 明 文 に 表 現 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ４ ） 市 長 等 行 政 の 役 割 と 責 務  

（ 市 長 等 の 役 割 及 び 責 務 ）   

１ ． 市 長 等 は 、 公 正 か つ 誠 実 に 持 続 可 能 な 市 政 運 営 を 推 進 し ま す 。  

市 長 等 は 、 市 政 運 営 の 方 針 を 明 ら か に す る と と も に 、 広 く 市 民 等 の 意

見 を 聴 き 適 切 に 反 映 さ せ ま す 。  

市 長 等 は 、 市 政 の 課 題 に 的 確 に 対 応 で き る 専 門 知 識 及 び 能 力 を 有 す る

市 の 職 員 の 育 成 を 図 り ま す 。  

市 長 等 は 、 ま ち づ く り の た め に 積 極 的 に 市 の 魅 力 を 発 信 し ま す 。  

（ 職 員 の 役 割 及 び 責 務 ）  

２ ． 職 員 は 、 市 民 全 体 の 奉 仕 者 と し て 、 公 平 、 誠 実 か つ 効 率 的 に 職 務 を 遂

行 す る も の と し ま す 。  

  職 員 は 、 職 務 の 遂 行 に 必 要 な 知 識 の 習 得 及 び ま ち づ く り を 推 進 す る た

め に 必 要 な 能 力 の 向 上 に 取 り 組 む も の と し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 市 長 等 の 役 割 と 果 た す べ き 責 務 に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

・ 総 合 的 な 視 点 に 立 っ て 市 行 政 を お こ な う こ と 、 市 民 の 意 見 を 市 政 運 営 に

反 映 さ せ る こ と 、 職 員 の 人 材 育 成 に 取 り 組 み 、 高 い 政 策 形 成 能 力 等 、 職 員

個 人 の 能 力 向 上 に つ な が る 施 策 を 行 う こ と を 定 め て い ま す 。 ま た 、 市 長 を

は じ め 、 市 の 執 行 機 関 同 士 が 連 携 し な が ら 市 政 運 営 を す る こ と を 定 め て い

ま す 。  

・ 職 員 は 、 全 体 の 奉 仕 者 と し て 法 令 を 遵 守 し 、 市 民 の 思 い や 地 域 の 声 を 正

面 か ら 受 け 止 め 、 市 民 全 体 の 立 場 に 立 っ て 公 正 、 平 等 、 誠 実 に 職 務 に 取 り

組 む と こ を 定 め て い ま す 。 さ ら に 、 地 域 に あ っ て も 、 市 職 員 と し て の 自 覚

を 持 ち 、 ま ち づ く り に 積 極 的 に 参 加 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 ま た 、 職 員 は 、 職 務 に 求 め ら れ る 知 識 等 を 自 ら 進 ん で 情 報 収 集 す る と と

も に 、 ま ち づ く り 推 進 の た め に 、 自 ら 必 要 な 知 識 や 技 術 等 を 身 に つ け る な

ど 、 自 己 研 鑽 を す る こ と を 定 め て い ま す 。  

 

 



【 意 見 な ど 】  

・ 市 長 等 の 「 等 」 に 何 が 含 ま れ て い る の か 。  

・自 治 基 本 条 例 の 重 み を 考 え 、「 自 治 基 本 条 例 に 基 づ い た 」と い う 一 文 が あ

る と よ い 。  

・「 等 」に は 執 行 機 関（ 市 長 ・ 教 育 委 員 会 ・ 選 挙 管 理 委 員 会 ・ 監 査 委 員 ・ 公

平 委 員 会 、 農 業 委 員 会 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 ） が 含 ま れ て い る と 整 理

す る 。  

・「 Ｐ Ｒ 」 は 法 令 用 語 で は 使 わ な い の で 、「 魅 力 を 発 信 す る 」 と 表 現 を 置 き

か え る 。  

・ 市 長 等 の 説 明 文 （ 考 え 方 ） は 「 市 長 」 を 主 語 に 記 載 さ れ て い る の で 再 考

が 必 要 。  

・ 職 員 は 市 民 全 体 の 奉 仕 者 で あ る と い う こ と 。  

・ 職 員 も 役 割 と 責 務 に つ い て 表 現 す る 。  

・ 職 員 の と こ ろ の 説 明 文（ 考 え 方 ）で 、「 一 部 の 奉 仕 者 で は な く 」の 表 現 を

削 る 。 市 民 等 の 「 等 」 も 削 る 。  

・ 職 員 の 能 力 の 向 上 は 、 ま ち づ く り を 推 進 す る と い う 目 的 の た め の 手 段 で

あ る 。 目 的 を し っ か り 定 め た 表 現 が 必 要 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ５ ） 市 政 の 運 営  

（ 市 政 運 営 の 基 本 原 則 ）  

１ ． 市 は 、 総 合 的 か つ 計 画 的 な 視 点 に 立 ち 、 効 率 的 で 、 公 正 か つ 透 明 性 の

  高 い 市 政 運 営 を 行 う も の と し ま す 。  

（ 総 合 計 画 ）  

２ ． 市 は 、 総 合 的 か つ 計 画 的 な 市 政 運 営 を 図 る た め 、 市 議 会 の 議 決 を 経 て

  基 本 構 想 を 定 め 、 総 合 計 画 を 策 定 し 、 市 民 に 説 明 し 、 市 政 運 営 に 努 め

  ま す 。  

（ 財 政 運 営 ）  

３ ． 市 は 、 予 算 の 編 成 及 び 執 行 に 当 た っ て は 、 中 長 期 的 な 視 点 に 立 ち 、 健

  全 な 財 政 運 営 に 努 め ま す 。  

  市 は 、 そ の 事 務 を 処 理 す る に 当 た っ て は 、 最 小 の 経 費 で 最 大 の 効 果 を

  挙 げ る よ う 努 め ま す 。  

４ ． 市 は 、 予 算 、 決 算 、 そ の 他 財 政 に 関 す る 事 項 に つ い て 、 市 民 に 分 か り

  や す く 公 表 す る も の と し ま す 。  

（ 財 産 管 理 ）  

５ ． 市 は 、 所 管 す る 公 有 財 産 に つ い て 把 握 し 、 適 正 に 管 理 し 、 効 果 的 に 活

  用 し ま す 。  

（ 行 政 評 価 ）  

６ ． 市 は 、 市 民 の 意 見 を 取 り 入 れ 行 政 評 価 を 行 い ま す 。  

７ ． 市 は 、 そ の 行 政 評 価 の 結 果 を 市 の 取 り 組 み に 反 映 さ せ な け れ ば な り ま

  せ ん 。  

（ 説 明 責 任 ）  

８ ． 市 は 、 市 の 取 り 組 み の 計 画 段 階 か ら 実 施 ・ 評 価 に 至 る ま で 、 市 民 に 対

  し て 公 表 し 、 透 明 性 を 高 め 、 説 明 責 任 を 果 た し ま す 。  

（ 説 明 ）  

【 基 本 的 な 考 え 方 】  

・ 市 が そ れ ぞ れ の 権 限 と 責 務 を 踏 ま え 、 市 政 運 営 の あ る べ き 形 と し て 、 効  

 率 的 か つ 公 正 で 透 明 性 の 高 い 市 政 運 営 を 行 わ な け れ ば な ら な い こ と を 規  

 定 し て い ま す 。ま た 、「 自 治 体 経 営 」の 考 え 方 の 下 、自 主 自 立 の 精 神 及 び  



 総 合 的 か つ 長 期 的 な 視 点 に 立 っ た 市 政 運 営 を 行 う こ と を 定 め て い ま す 。  

・ 甲 賀 市 に お け る 総 合 的 ・ 長 期 的 か つ 計 画 的 な 市 政 運 営 を 行 う た め に 定 め  

 る 総 合 計 画 の 策 定 に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

地 方 自 治 法 改 正 に よ り 、 総 合 計 画 の 策 定 義 務 は な く な り ま し た が 、 市 政  

 運 営 に お け る 最 上 位 計 画 と な る 総 合 計 画 を 策 定 す る こ と を 定 め て い ま す 。 

 ま た 、市 長 は 基 本 構 想 を 策 定 す る に 当 た り 、「 議 決 機 関 」で あ る 市 議 会 の  

 議 決 を 経 て か ら 、 総 合 計 画 を 策 定 す る こ と を 定 め て い ま す 。  

・ 財 政 運 営 に 関 す る 規 定 を し て い ま す 。  

 健 全 な 財 政 運 営 を 行 う た め に は 、 総 合 計 画 や 中 長 期 的 な 視 点 に 立 ち 、 収  

 入 の 確 か な 予 測 に 基 づ い た 予 算 編 成 及 び 予 算 執 行 に 努 め な け れ ば な ら な  

 い こ と を 定 め て い ま す 。  

 効 率 的 か つ 効 果 的 に 市 政 運 営 を 行 う た め 、 予 算 の 執 行 に 当 た っ て は 、 最  

 小 の 経 費 で 最 大 の 効 果 が 得 ら れ る よ う 適 切 な 管 理 が 必 要 で あ る と 定 め て  

 い ま す 。  

 予 算 の 編 成 、 執 行 、 決 算 な ど 財 政 運 営 に 関 す る 情 報 の 公 表 に つ い て は 、  

 工 夫 を 凝 ら し な が ら 市 民 に 分 か り や す い 資 料 を 作 成 し 、 公 表 し て い く こ  

 と を 定 め て い ま す 。  

・ 市 が 保 有 す る 財 産 を 常 に 良 好 な 状 態 で 、 維 持 保 全 し 、 そ の 目 的 や 用 途 に  

 従 っ て 最 も 経 済 的 か つ 効 率 的 に 管 理 ・ 運 用 す る よ う に 努 め る も の で す 。  

・ 行 政 評 価 の 趣 旨 は 、 市 政 運 営 に お け る P（ 計 画 ） D（ 実 行 ） C（ 確 認 ）  

 A（ 行 動 ） サ イ ク ル を 理 解 し 、 評 価 を 通 じ て 常 に 業 務 の 改 善 に 結 び つ け  

 て い こ う と す る も の で す 。 行 政 が 行 う 様 々 な 施 策 等 の 成 果 ・ 達 成 度 を 明  

 ら か に し 、 そ の 内 容 を 公 表 し 、 市 政 運 営 に 反 映 さ せ る こ と に つ い て 規 定  

 し て い ま す 。  

 市 政 運 営 に お け る 政 策 、 施 策 及 び 事 務 事 業 の 成 果 ・ 達 成 度 の 行 政 評 価 を  

 行 い 、「 情 報 共 有 の 原 則 」に よ り 、そ の 内 容 を 公 表 し て い く こ と を 定 め て  

 い ま す 。  

・ 市 民 か ら の 意 見 、 要 望 等 の 取 り 扱 い に つ い て 、 市 の 説 明 責 任 及 び 意 見 聴  

 取 後 の 対 応 に つ い て 規 定 し て い ま す 。  

 



【 意 見 な ど 】  

・ 市 政 運 営 の 基 本 原 則 は 、 実 践 し て い く 中 で 最 も 大 切 で あ る 。  

・「 行 政 運 営 」 な の か 「 市 政 の 運 営 」 か 。  

・「 市 長 等 」 と す る と （ ２ ４ ） の 役 割 と 重 な る 部 分 も あ る の で 、「 市 」 を 主

語 に す る 。  

・ 市 民 が 市 の 取 り 組 み に 参 加 で き る よ う な 仕 組 み の 整 備 な ど の 表 現 は 大 前

提 と し て い い の で は 。  

・（ ２ ４ ） は 市 の 姿 勢 で あ り 、（ ２ ５ ） は 手 法 、 実 務 の こ と を 表 現 し て い る

と 思 う 。  

・ 総 合 計 画 は 何 の た め に 策 定 さ れ る の か が 大 事 で あ る 。 運 営 側 の 視 点 に 立

っ た 表 現 で あ る 。  

・ 総 合 計 画 は 策 定 す る の が 目 的 で は な く 、 実 施 す る こ と が 重 要 で あ る 。  

・ 市 民 に 含 ま れ る の は 何 か 整 理 が 必 要 。  

・ 行 政 評 価 は 総 合 計 画 の 進 行 管 理 を 行 う も の で も あ り 、 あ ら か じ め 設 定 し

た 目 標 に 対 し て 、 そ の 達 成 度 や 成 果 を 判 定 す る も の 。  

・ 企 画 、 立 案 の 段 階 で 住 民 に 公 表 す る の は 、 情 報 公 開 条 例 と の 整 合 が 必 要

に な る 。  

・ 計 画 段 階 で い い の で は 。  

・「 し な け れ ば な ら な い 」 よ り も 「 果 た し ま す 」「 反 映 さ せ ま す 」 と い う 表

現 の 方 が い い 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１） 条例の理念・目的 （１８） 国・県・地域との関係

（２） 条例の位置づけ （１９） 情報提供・情報公開

（３） 目指すまちの姿 （２０） 個人情報保護

（４） 甲賀市らしさ （２１） 市民の役割と責務・権利

（５） 地域愛 （２２） 企業の役割と責務

（６） 国際 （２３） 議会・議員の役割と責務

（７） 子ども （２４） 市長等行政の役割と責務

（８） 高齢者 （２５） 市政の運営

（９） 障がい者

（１０）教育 （２６） 言葉の定義

（１１）条例の見直し・推進 （２７） 市民の定義

（１２）安全・安心

（１３）区・自治会

（１４）自治振興会

（１５）市民活動（ＮＰＯ）

（１６）市民参加

（１７）協働
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想定される項目の部会分け

• （市民委員） 村上委員・黄瀬委員・奥野委員・増山委
員

• （庁内委員） 林委員・今井委員・西村委員・藤田委員・
中島委員・奥山委員・呉竹委員 宮治コーディネーター

【第１部会】位置づけ・理念・人権・福祉

（１）条例の理念・目的（２）条例の位置づけ（３）目指すまちの姿
（４）甲賀市らしさ（５）地域愛（６）国際（７）子ども（８）高齢者（９）障
がい者（１０）教育（１１）条例の見直し・推進

• （市民委員） 寺田委員・安達委員・山川委員・田村委
員・橋本委員

• （庁内委員） 柚口委員・徳田委員・田嶋委員・谷委員・
藤村委員・橋本委員・清水委員 大平コーディネーター

【第２部会】自治振興会・市民参加・協働

（１２）安全・安心（１３）区・自治会（１４）自治振興会（１５）市民活動
（NPO)（１６）市民参加（１７）協働

• （市民委員） 馬場委員・田中勇委員・三浦委員・大原
委員

• （庁内委員） 廣岡委員・田原委員・太田委員・古谷委
員・松井委員・森島委員・澤田委員・中尾委員

【第３部会】役割・責務・市政運営

（１８）国・県・地域との関係（１９）情報提供・情報公開（２０）個人情
報保護（２１）市民の役割と責務・権利（２２）企業の役割と責務（２
３）議会・議員の役割と責務（２４）市長等行政の役割と責務（２５）
市政の運営


